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 お知らせ 

開催日開催日  平成平成3030年年22月月1818日（日）日（日）  

１２月６日（水）～７日(木)、民泊体験で、岐阜の大垣日本大学高等学校

が奥浦を訪れました。 

前日まで冷たい北風を伴う雨が降り、各家庭で予定されていた魚釣りの

体験活動など、当日の天気が大変心配されたのですが、徐々に天気も回

復し、来島された時には雨風も落ち着き、無事活動を行うことが出来ま

した。 

魚釣りでは大漁のさばが釣れ、生徒たちだけでなく、先生方も喜ばれて

いました。 

雨天時の為にと予定していた椿油絞り体験も、追加で行ったりと充実し

た活動になったようです。 

民泊体験民泊体験    

   大垣日本大学高等学校大垣日本大学高等学校大垣日本大学高等学校   

 

 

 

 

 

 

 

今は枯れているけど、夏は青々

としたツタでした。 

街灯のすぐそばには大きな樹木。 

１２月３日（日）、環境保全部会と防犯防災部会の方々で、曲坂から

六方、南河原にかけて樹木の伐採を行いました。 

以前より街路灯にツタが絡まったり、周辺の樹木も大きく育ち、灯り

が遮られていました。 

景観的にもあまり良いとはいえず、通学等で利用している生徒たちに

とっても、防犯上好ましくない状態だったので、合同の伐採作業を行

いました。 

作業は草木が枯れた時期を見てあえて行ったのですが、それでも人の

背丈以上の樹木の伐採作業は、容易にはいきません。 

とても大変だったと思いますが、皆さん気に留めることもなく頑張っ

て頂きました。 

環境保全部、防犯防災部会の皆様ありがとうございました。 

環 境 保 全 部 会 ・ 防 犯 防 災 部 会 

 男子：14時00分スタート 

    ＝スタート地点＝ 

   1区：貞方酒店前横断歩道 

 2区：本山出張所前 

 3区：野々切グラウンド 

 4区：鐙瀬東駐車場 

 5区：崎山出張所前 

 6区：給食センター前 

  市役所本庁玄関前ゴール 

女子：14時35分スタート(予定) 

      ＝スタート地点＝ 

 1区：崎山出張所前 

 2区：みはらし荘入口 

 3区：給食センター前 

 4区：八幡神社先 

 5区：五高グラウンド前 

   市役所本庁玄関前ゴール 

団結式 ２月１８日（日）10：00～ 

  奥浦地区公民館２階ホール 

男子２チーム・男子シニア１チーム・女子２チームが参加予定 

皆様の応援よろしくお願いいたします。 
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★月１回発行 長崎県五島市（奥浦地区）戸別配布 

 よかとこ！おくうらよかとこ！おくうらよかとこ！おくうら 

～奥浦だより～ 

111月号月号月号   

おくうらのおくうらのおくうらの癒し癒し癒し         

 

  

男, 489
女, 567

20歳未満
12%

20～39歳
9%

40～64歳
35%

65歳以上
44%

奥浦地区の人口 

(Ｈ29．11．30現在)       

総数／１，０５６人 

（－５）        

前年11月末：１，０８３人 

世帯数： ６０0世帯  

（－2）     

※（ ）は前月比 

奥浦地区人口の割合 

男：４８９人 

女：５６７人 

●20歳未満：12４人   （±０)   

●20～39歳：91人    (－２) 

●40～64歳：368人   (－２) 

●65歳以上：473人    (－１) 

協力：温窯（中村 温美さん） 

※戌の置物について、２ページに説明があります。 



2 

奥浦だより「よかとこ！おくうら」Ｎｏ.４２ 発行：平成３０年１月１日 奥浦集落支援員（小嶋） 

 

           新年あけましておめでとうございます。 

昨年中は、おくうら夢のまちづくり協議会の活動へのご協力、誠にありがとう

ございました。 

多くの方々に支えられ、新年を迎えることが出来ました。 

活動内容の充実の年でもありましたが、まだまだ多くの問題があります。 

人口減少は五島市全体の問題でもありますが、この奥浦も、４、５年間で６０

名以上の減少、空き家はあるが、条件が合わない。雇用がない。 

住みたいという人がいるのに受け皿が、確立していないのも事実です。 

交流人口拡大といっても、史跡の整備、民泊の数、ガイド育成の問題、 

又、「五島でもう一泊」との思いの県の取り組みでもありますが、『フラワーロード』 

この取り組みを生かして休耕地の整備や、近年、イノシシ被害も気になりますし、多少の

効果もあるのでは。 

そのような事を思うと、色んな活動が結び付いて、地域活性化に繋

がって行くのだと思います。 

ただ、何を行うにも人手が必要です。 

特定の人に負担がないよう、皆で人と地域を育てて行きましょう。 

皆様にとって、実り多い年でありますように。 

      おくうら夢のまちづくり協議会  会長 赤尾 健野 

  

２０１８年は戌年。戌年は、季節でいうと秋が深まるころになります。 

秋になり花が落ち、冬になりその身は枯れ、表面上はうなだれていても『内面の新しい命を守り、力を蓄

え、次に命を繋げるための年』という意味があるそうです。 

表紙の干支の置物は、樫ノ浦地区で陶芸をされている、『温窯：中村温美さん』にご協力して頂きました。 

その年の干支の置物には「時の運」があるので縁起がいい。といわれ、飾る方も多いと思いますが、戌と寅

の干支の置物は玄関に置かない方が良いとされています。 

玄関の四方にはそれぞれ神様が居らっしゃるのですが、右に「青龍」、左に「白虎」の神様が居らっしゃい

ます。 

戌（犬）と辰（龍）は仲が悪いので、玄関には飾らず、リビングのような人が集まる場所が力を発揮してく

れるそうです。 

南東以外の裏口に犬の置物を置くと、災難から守ってくれるともいわれお薦めです。 

余談ですが、自分の干支の７つ先の置物を集めると出世するという話もあります。 

干支の置物には、色々な使い方がありますね。 
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１１月２５日（土）、地域振興部と奥浦小学校のみなさんで、平和

のばら保育園下と中学校横の休耕地に、菜の花の種をまきました。 

奥浦小学校のみなさんには、平和のばら保育園下の

種まきを手伝ってもらいました。 

最初は遠慮気味にまいていた子ども達ですが、まき

方のコツをつかむと、楽しげに、要領よくまくよう

になりました。 

当日は、２箇所の種まきでしたが、それより少し

早い時期に、奥浦老人会の方々が、出張所前の花

壇に菜の花の種まきをしてくださりました。 

少し早めにまいた分成長も早いようで、かわいい

新芽が育っています。 

温かくなったら、それぞれの場所で黄色

い絨毯を見ることができると思います。 

１１月２６日（日）浦頭教会、堂崎教会、平蔵消防詰所横でクリスマスイルミ

ネーションの飾り付けが行われました。 

まち協がお手伝いするようになり、今回で３回目。 

１年ぶりの作業に、所々手順を忘れているところもありましたが、やり始める

と、それぞれに思い出し、声を掛け合いながら、段取りよく

飾り付けを行うことが出来ました。 

同日１８時半より行われた点灯式では、家族連れの方たちも

訪れ、イルミネーションをバックに

記念写真を撮っていました。 

～ 菜の花 ～ 


